
　新
にいなめさい

嘗祭とは、毎年11月23日に天皇がその年の新穀である米と粟
あわ

を神にお供えされ、豊作を感謝し自らも召し上がる伝統的な祭儀
です。
　今年は大村哲

てつ

郎
ろう

さん（下野谷）が兵庫県を代表して粟を献
けんこく

穀さ
れることになり、10月15日に町長に献穀報告をされました。10月
22日には、皇居において天皇陛下に新粟を献穀されました。

　10月18日、いなみ野体育センターで、三世代交流事業「あつ
まれ！ちびっこ忍者」を開催しました。
　この事業は就学前の子どもとその保護者、祖父母も一緒に楽し
んでもらおうと、稲美町子育て支援センターとコスモス児童館の
主催、稲美町社会福祉協議会との共催で行ったものです。
　この日は子ども175人を含む334人、102組の家族が参加し、

「NPO 法人生涯学習サポート兵庫」の「忍者よしえもん」と一緒
に忍者修行。会場に設置されたお城に見立てた迷路や新聞紙のプ
ールなど、手づくりのアトラクションで元気いっぱい遊びました。
　また、黒田官兵衛のキャラクター「かんべえくん」とその妻 「て
るひめちゃん」も登場し、記念撮影をしたりと、秋の 1 日を家族
で楽しんでいました。参加した保護者は、「子どもだけでなく親
も一緒に遊べて楽しかったです。身近なものでも遊びになるんだ
と再発見しました」と話していました。

　10月27日、山崎断層帯及び草谷断層を震源とする、マグニチ
ュード7.5の地震の発生を想定した「稲美町防災訓練」を加古大
池で実施しました。
　19機関から約450名が参加し、自治会の方々による避難所への
参集訓練やバケツリレー等による消火訓練、消防隊員や陸上自衛
隊等による倒壊・危険家屋からの救助訓練などを行いました。
　また、障がいのある人などを避難所へ誘導する災害時要援護者
避難訓練を今回初めて行いました。

 11月６日、稲美町は交通死亡事故を300日間抑止したとして、兵庫県交通
安全対策委員会から表彰状が授与されました。
　町では、加古川警察、稲美町交通安全連絡協議会と協力し、街頭や各イベ
ント等での交通安全啓発活動や園児、児童生徒、高齢者を対象とした交通安
全教室を開催するなど、交通事故防止を目的とした取り組みを行っています。
　みなさん一人ひとりが交通ルールを守り、安全運転を心掛け、これからも
交通事故防止に努めましょう。

「新嘗祭」への献穀を報告
にいなめさい けんこく

みんなで忍者修行！

　　あつまれ！ちびっこ忍者

稲美町防災訓練

交通死亡事故抑止300日を達成

▲ 大人気の「かんべえくん」と「てるひめちゃん」

▲ 忍者よしえもんと修行中

▲ 作られた粟を持って報告に来られた大村夫妻

広
告

　平成26年７月に発売した稲美町プレミアム付商品券
の有効期限は、平成２６年１２月３１日です。
　お手持ちの商品券をご確認のうえ、期限内に利用して
ください。
※有効期限を過ぎた商品券は利用できません。
※商品券の払い戻しはできません。
問合先　産業課 商工労働係　☎４９２－９１４１

　広報いなみ10月号の表紙に掲載していた、神姫バ
ス「お試し乗車券」の有効期限は平成26年12月31日
までとなっています。町内を走る神姫バス路線でご利
用いただけますので、ぜひご利用ください。
問合先　企画課 政策・行革係　☎492-9130

稲美町プレミアム付商品券は
平成26年12月31日までにご利用ください！

バスお試し乗車券の
使用期限が迫っています！

たかし

瑞 宝 単 光 章

大辻　　卓 さん
（蛸草下条）

　身に余る受章の栄に浴すること
になり、これも、ひとえに永年に
わたり、皆々様のお陰と感謝申し
上げます。今後はこの栄誉に恥じ
る事のないよう一層精進いたす所
存でございます。

喜びの声

やすはる

吉田　泰治さん
（中新田）

　今回受章を賜り光栄に存じま
す。この栄誉もひとえに陰で支
えてくださった方々のご指導・
ご支援のおかげと深く感謝申し
上げます。

喜びの声

【功績】　永きにわたり兵庫県警察に奉職され、警察活
動全般に尽力されました。

【功績】　永きにわたり兵庫県警察に奉職され、県民の
安全安心のため貢献されました。

瑞 宝 単 光 章

▲ 昨年の12月10日から交通死亡事故は 
ゼロです。

▲ 災害時要援護者
避難訓練

▲ 危険家屋からの救助訓練
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